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355　　　「アレグロACTHキット」の基礎的検討

　表　正宏，吉成和男，松尾優子，松嶋裕明，葉杖正昭

　（日本メジフィジックス株式会社）

　従来のACTH　RIAキッ1は試料中の非特異的干渉物質及

びbig　ACTHとの交差反応等の特異性に問題があった。

今回，我々はNichols社が開発した「アレグロACTHキ

ット」について，基礎検討を行ったので報告する。

　本測定系は，1ZSIで標識したACTH（1－17）に対するモノ

クローナル抗体とACTH（34－39）に対するポリクローナル

抗体を用いた2site　immunoradiometric　assayである。

測定感度は1pg／m1で，1500pgん1まで希釈せずに測定

可能であった。　また，各種ACTHフラグメントとの交差

反応も認められず，再現性，希釈，回収率試験も良好な

結果が得られた。　本キットは従来のRIAキットと比べ

より有効な下垂体機能診断法としての今後の臨床応用が

期待される。

356　　ワンステップサンドイッチ法を用いたプロラクチン

RIAキットの基礎的検討

伊藤正雄，小池道信，石橋嘉一郎

　（栄研化学株式会社　研究開発本部）

　血中プロラクチン（PRL）値を測定することは、高プロラク

チン症の診断や治療経過を観察していく上で必要不可欠の検査で

ある。今回我々は，PRLに対する特異的な2種類のモノクロー

ナル抗体（MoAb）を使用したワンステップサンドイッチRI

A法を開発した。

　本法は反応時間が2時間と短く，操作が簡便で測定範囲も1．6

～ 200ng！■1と広い。再現性（C．V．％）はアッセイ内で1．7

～ 4．3％，アッセイ間で1．8～2．1％と良好で，希釈，添加回

収の両試験でも良好な結果が得られた。

　以上のように，本測定系は，血中PRLの濃度を迅速，簡便か

つ広範囲に測定できることから今後の臨床的有用性が期待される。

357　　モノクロ＿ナル抗体を用いたサイクリックAMP

キットの基礎的検討

山西久男，伊藤正雄，石橋嘉一郎

　　（栄研化学株式会社　研究開発本部）

　サイクリックAMP（cAMP）の測定は副甲状腺機能異常の

診断の指標として有用である。今回我々は，イムノテック社が開

発したcAMPに対するモノクローナル抗体を用いることによっ

てサクシニル化を必要としない新しいcAMPキットの基礎的検

討を行ったので報告する。本法はモノクローナル抗体固相化チュー

ブを用いた競合法で、反応時間は4℃，18時間、検体のサクシ

ニル化を必要としないなど操作が簡便である．測定範囲はO．5～

50nMであり、再現性（C．V．％）はアッセイ内で5．8～9．3

％，アッセイ間で6．9～9．0％であった．その他希釈，添加回

収の両試験，交差反応試験及び安定性試験において良好な結果が

得られ、本キットの有用性が示唆された．

358イムノオステオカルシンキL，トの検討

林原典生，鈴木佐合志，後藤ゆかり、水谷利栄．

鈴木茂夫．武田弘紀（バクスターRlA試験研究所）

　血中オステオカルシンはビタミンK依存性でL骨形成

に必要な非コラーゲン性蛋白であり、骨代謝の指標とし

て注目されている。　今回、我ぐはイムノオステオカル

シンキソトについて検討を行ったので報告する。　反応

条件は、第・反応が2＼8℃、20時間で、第2反応が

2、8℃、2時間である。　標準曲線の再現性｛C．V．川

は0、93、5．2％であった。3種類のコントロール血清の再

現性は、アッセイ内で38、　5．　．6X、アッセイ間で2，9へ

5．8％であった。回収率及び希釈とも良好な結果がえられ

た。　既存品との相関はY・0，677X－0．774，r・O．97bと

良好な相関を示した。本キットの基礎的検討ではいずれ

も満足できる結果が得ちれた。　なt5　．臨床テータにつ

いても報告する予定である。

359　　　r抗DNAキ・・トII』の基礎的検討

　　　伊東立雄，三浦　和．佐a木恭次．滝本徹男

　　　　　　　　（アマシャム薬品株式会社）

　抗DNA抗体は、SLE（Systenic　Lupus　Erythe■at。sus）

患者血清中に高率に見いだされることは周知のとおりで

あり、特に抗dsDNA（double　stranded　deoxyribonu－

cleic　acid）抗体は、SLEに特異的と言われている、

　今回我々は、トレーサーとして1！51－dsDNA（大腸

菌由来プラスミドDNA断片）を用いた、抗DNAキッ
トIIの基礎的検討について報告する。本キットは、補体

の非動化操作は必要なく、1ステップ・1時間と迅速で

あり、また標準血清がWHOの国際標準品（・o／80）で検

定されており、トレーサーが赤色に着色されているので、

分注ミスを防ぐことが出来る等の特長がある。基礎的検

討においても、再現性、希釈、添加回収率試験等の結果

も良好であり、今後の臨床応用が期待されるc

360　　モノクロ＿ナル抗体を用いたビーズ固相法に

よるNSE　IRMA系の開発
西脇啓史，熊谷正志，飯沼一茂，小幡公道，倉田邦夫

（ダイナポット株式会社）

　Neuron　specific　enolase（NSE）は肺小細胞癌、

神経芽細胞腫等に特異性の高い腫瘍マーカーとして臨床

上有用である．

　今回我々は、ヒトNSEに対する2種類のmonoclona1

抗体を用いた1step　sandvich　I　RMA系を開発したの

で、主にその基礎的性能について報告する。

　本法の測定範囲は0～200ngノ■Lと広く、　incubation

は室温3時間と短く、最小検出感度は約0．2ng！mLと高

感度であり、High　Dose　Hook　Effectは約2，500ng／■L

まで認められなかった。再現性、希釈、回収率試験等の

結果も良好であり、従来のRIA法と比べて簡便で性能

の高い診断法として、今後の臨床応用が期待される。
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